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2026/08/22 夜のメール前文 

神聖の心でを生きるために 
 詩『本心』に学ぶ要点 

 本心という詩の中で五井先生は、「地球の未来を輝かすために是非とも知ら
なければならぬこと」として、以下の二点を挙げられました。 

地球の未来を輝かすために 
人々が是非共識らなければならないことがある 
それは御身たちの真実が 御身たちの本心が 
肉体生活に纏わる欲望と恐怖と 
そして悲哀と憎悪という 
⿊い翼に覆われているということである 
 
それよりも亦一層深く識らねばならないことは 
御身たちの本心は 御身たちの真実は 
宇宙を動かしている大いなる智慧 
無比絶対なるエネルギーの源泉にそのもといを置いているということで
ある 

要約すると次の二点です。 
・私たちの本質が、欲望・恐怖・悲哀・憎悪という⿊い翼に蔽われ、これ
までは現われ出ていなかったこと 
・私たちの本質が、宇宙を動かしている大いなる智慧、無比絶対なるエネ
ルギーの源泉にその基を置いていること。 

 そうであるからこそ、つづけて「御身たちの本心は常に神とひとつであ
り、御身たちの真実は神から発する光であり、そして御身たちは、嘗ては本
心そのものであったということである」とおっしゃっています。 
 そこから学び取れることは、不完全に⾒えるこの世の⼈間世界の有り様
は、⼈類が生命の真実である本心を⿊い翼で覆い隠してしまっているがため
に生じている状況であるということです。 
 ということは、私たち地球⼈類が生命の本質である⿊い翼を「こうした性
質は本当の私たちではない」と認識し、宇宙を運⾏している⼤いなる智慧と
の繋がりを自覚し、無比絶対なるエネルギーを持つ者として生きれば、「こう
したい」「こうなりたい」「こういう世界を創りたい」と思うことはすべて実
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現可能であり、不可能はないといえます。 

『人間と真実の生き方』に学ぶ要点 
 『⼈間と真実の生き方』の中にも同様な記述があります。 

人間は本来、神の分霊であって、業生ではなく、つねに守護霊、守護神に
よって守られているものである。 
この冒頭の⼀節こそが⼀番⼤切なポイントになります。「⼈間は元々業生で

はなく、神の分霊であり、守護の神霊に護られ生きている存在である」とい
う⾔葉を信じて生きれば、私たちは苦悩とは無縁の輝かしい⼈生を生きるこ
とが出来るはずです。 
・人間は業生の存在ではない。 
・人間は元々神の分霊である。さらには守護霊・守護神に護られて生きてい
る。 
この二点を自らに当てはめて、自分の生き方にまで落とし込まれた方は、現
時点ですでに苦悩とは無縁の⼈生を歩まれています。 
しかし肉体界全体を⾒渡しますと、この⾔葉を自らに落とし込んで、自分

の生き方に反映させている⼈が少なく、ゆえに自己中心的な思考に明け暮れ
ている⼈がほとんどです。 

しかし、「だから地球は良くなりっこない」という考えに傾くのも早合点で
す。どんなに真実の生き方を遂⾏している⼈の数が少なくても、すべての⼈
類は本質においてすべからく神の分霊であり、宇宙を動かしている⼤いなる
智慧、無比絶対なるエネルギーの源泉に直結した存在であるのが、⼈間生命
の真実だからです。 

 自己の神聖を 100％認める生き方 
 そうは⾔っても、現状の地球世界を⾒ると、全地球⼈類が自発的に改心し
そうには⾒えないかも知れません。しかし、地球を護る神々や宇宙の兄姉た
ちは、しかるべき時代に⼈類の心の目を醒まさせる仕掛けを、すでに用意し
てくださっています。それが私たちです。 
 私たち「祈りの同志」の内の⼀定数が⼈類に先駆けて自己の神聖を 100％
認め、0.1％の疑念も持たない神聖の心を甦らせれば、世界の様相はドミノ倒
しのようにある日あるとき、忽然と変わり始めます。 
 地球⼈が今のまま生きてゆけば確実に地球界は滅亡の奈落へ突き進みます
が、そうはさせないために今私たちが生きているわけです。 
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 地球の未来は私たちの神聖復活によって開かれます。それを裏付けるかの
ように、自らの神聖を甦らせたことで、自身が生きる世界を高次元世界に変
えたお仲間がたくさんおられます。 
 神聖の視座は誰かが与えてくれるものではなく、私たちひとりひとりの心
の奥にある神聖の扉を自身が開くことで顕在意識に顕れて来るものです。 
 土曜日の夜は、神聖の視座を自己のものとした方々と、もう少しでその段
階に至る方々が集い、波動の交流を通して神聖の視座を共有する時間にして
ゆきます。そして甦らせた私たちの神聖の意識視座をもって、⼤自然と生き
とし生けるものと⼈類すべてに生命根源の光を放つ時間にしてまいります。

 

当日のプログラム 
【始めの話】 

⻫藤︓皆さま、こんばんは。土曜日夜の『神聖の眼で世界を⾒つめる日』の
プログラムを始めます。 
本日は、私たちの視座を神界において、「あいかわらずよくないことをして
いるかのように⾒える人類」が、実は神聖復活を果すために必須のプロセス
である消えてゆく姿を果している状態であり、「悪い人や物事なんて何処に
も無いんだな」と観る神聖の視座を共有してまいります 
そして、宇宙神の心を自己の心として、⼀⾒すると「破壊されてゆくかのよ
うに⾒える地球世界」に新陳代謝の⼒を与え、大自然と生きとし生けるもの
と人類に、濃度の濃い神聖復活の光を放ってまいりますので、よろしくお願
いします。 
それでは時間になりましたので、初めに世界平和の祈りを日本語と英語で⾏
います。  

1. 世界平和の祈り  
⻫藤︓それでは始めます。 

世界人類が平和でありますように。 
日本が平和でありますように。 
私たちの天命が完うされますように。 
守護霊様、ありがとうございます。守護神様、ありがとうございます。 
May peace prevail on Earth. 
May peace be in our homes and countries. 
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May our missions be accomplished.  
We thank you, Guardian Deities and Guardian Spirits. 

2. 神聖の視座を再確認する時間  
⻫藤︓未定 

3. 神聖の眼でおこなう世界各地の自然への感謝  
渡久地︓⻫藤さん、ありがとうございました。ここからは、神聖の眼で地球
世界を⾒つめて、大自然や生きとし生けるものへの感謝を捧げる時間にして
まいります。 
私たちが生きていられるのは、大地、空気、水ほか、すべての大自然、そし
てたくさんの植物や生物たちの献身のおかげであり、ここまで私達を育てて
くださったご先祖様・守護霊様・守護神様・神界の神々様・宇宙天使の皆様
方のお蔭でもあります。  
本日は、そのように私達を育ててくださったあらゆる存在への感謝の心をも
って、世界各地の自然や生物に心からの感謝を捧げ、宇宙神の光を送ってま
いります。  
それでは始めます。  

3-1. 北中⽶の大自然への祈り  
⻫藤︓初めは、北中⽶の大自然へのお祈りです。 
ここからは、画面の文字を読み上げて神聖復活の印を⼀回ずつ、組んでまい
ります。  
渡久地︓はい。私達は、北中⽶の大自然と、神聖によって繋がり合っていま
す。 
水、空気、風、大地、⼭、生き物など、北中⽶のすべての大自然に、心から
の感謝を捧げるとともに、宇宙神の光を送ります。はい。 

<神聖復活の印を⼀回> 
（※14 秒間、お祈りする） 

⻫藤︓はい、ありがとうございます。  
3-2. 南⽶の大自然への祈り  
⻫藤︓次は、南⽶の大自然へのお祈りです。 
渡久地︓はい。私達は、南⽶の大自然と、神聖によって繋がり合っていま
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す。 
水、空気、風、大地、⼭、生き物など、南⽶のすべての大自然に、心からの
感謝を捧げるとともに、宇宙神の光を送ります。はい。 

<神聖復活の印を⼀回> 
（※14 秒間、お祈りする） 

⻫藤︓はい、ありがとうございます。  
（3-3. ヨーロッパの大自然への祈り  
⻫藤︓次は、ヨーロッパの大自然へのお祈りです。 
渡久地︓はい。私達は、ヨーロッパの大自然と、神聖によって繋がり合って
います。 
水、空気、風、大地、⼭、生き物など、ヨーロッパのすべての大自然に、心
からの感謝を捧げるとともに、宇宙神の光を送ります。はい。 

<神聖復活の印を⼀回> 
（※14 秒間、お祈りする） 

⻫藤︓はい、ありがとうございます。  
3-4. 中東の大自然への祈り  
⻫藤︓次は、中東の大自然へのお祈りです。 
渡久地︓はい。私達は、中東の大自然と、神聖によって繋がり合っていま
す。 
水、空気、風、大地、⼭、生き物など、中東のすべての大自然に、心からの
感謝を捧げるとともに、宇宙神の光を送ります。はい。  

<神聖復活の印を⼀回> 
（※14 秒間、お祈りする） 

⻫藤︓はい、ありがとうございます。  
3-5. アフリカの大自然への祈り  
⻫藤︓次は、アフリカの大自然へのお祈りです。 
渡久地︓はい。私達は、アフリカの大自然と、神聖によって繋がり合ってい
ます。 
水、空気、風、大地、⼭、生き物など、アフリカのすべての大自然に、心か
らの感謝を捧げるとともに、宇宙神の光を送ります。はい。 
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<神聖復活の印を⼀回> 
（※14 秒間、お祈りする） 

⻫藤︓はい、ありがとうございます。   

3-6. アジアの大自然への祈り  
⻫藤︓次は、アジアの大自然へのお祈りです。 
渡久地︓はい。私達は、アジアの大自然と、神聖によって繋がり合っていま
す。 
水、空気、風、大地、⼭、生き物など、アジアのすべての大自然に、心から
の感謝を捧げるとともに、宇宙神の光を送ります。はい。 

<神聖復活の印を⼀回> 
（※14 秒間、お祈りする） 

⻫藤︓はい、ありがとうございます。  
3-7. オセアニアの大自然への祈り  
⻫藤︓次は、オセアニアの大自然へのお祈りです。 
渡久地︓はい。私達は、オセアニアの大自然と、神聖によって繋がり合って
います。 
水、空気、風、大地、⼭、生き物など、オセアニアのすべての大自然に、心
からの感謝を捧げるとともに、宇宙神の光を送ります。はい。 

<神聖復活の印を⼀回> 
（※14 秒間、お祈りする） 

⻫藤︓はい、ありがとうございます。  
3-8. その他のすべての地域の大自然への祈り  
⻫藤︓次は、その他のすべての地域の大自然へのお祈りです。  
渡久地︓はい。私達は、その他のすべての地域の大自然と、神聖によって繋
がり合っています。 
水、空気、風、大地、⼭、生き物など、その他のすべての地域の大自然に、
心からの感謝を捧げるとともに、宇宙神の光を送ります。はい。 

<神聖復活の印を⼀回> 
（※14 秒間、お祈りする） 

⻫藤︓はい、ありがとうございます。  
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4. 人類神聖復活の祈り  

渡久地 ︓それでは最後に、人類の神聖復活へ向けて、心を込めて神聖復活の
印を 1 回組みます。 
印を組み終わりましたら、そのまま目を閉じてお祈りします。  
世界人類が平和でありますように。 
人類の神聖復活、大成就。 
世界人類が平和でありますように。 
人類の神聖復活、大成就。はい。 
＜神聖復活の印を 7 回連続＞ 
＜そのまま目を閉じて、1 分間、瞑想する＞ 

渡久地︓ありがとうございました。  
⻫藤: 渡久地さん、ありがとうございました。 

以上 


